
理容科/必修課目
1年次
2年次
合計

 担当教員
・学校教育法に基づく大学卒業者で法律学に係る短期大学士、学士、修士又は博士の学位を有する者
・高等学校の公民若しくは中学校の社会の教員資格を有する者

 目的
理容師・理容業に関わる法制度の概要から我が国の衛生行政について学ぶとともに、理容師法の要求する理容師・
理容所についての規定を理解し、理容師にとって必要な理容師法に対する理解を深めることを目的とする

 教科書  評価
公益社団法人日本理容美容教育センター 期末試験の点数を基本に、出欠状況、授業態度を勘案し、
「関係法規・制度」 5段階で評価する

学年 時　間 項　目 内　容
1 ～ 2 法制度の概要 法の役割・法とは何か・法の実際
3 ～ 4 衛生法規の概要① 衛生法規の意義・分類・概観
5 ～ 6 衛生行政の概要② 国と地方の行政・衛生行政の意義と歴史・衛生行政の動向
7 ～ 8 衛生行政の分類と行政機関 衛生行政のしくみ・保健所の役割と機構
9 ～ 10 理容師法 理容師法の目的と歴史・理容師法の構成
11 ～ 12 用語の定義 理容・理容師・理容所
13 ～ 14 理容師に関する規定① 理容師養成制度・理容師試験・免許と登録
15 ～ 16 理容師に関する規定② 管理理容師・業務に従事する理容師の義務
17 ～ 18 理容所に関する規定① 理容所の開設
19 ～ 20 理容所に関する規定に 理容所開設者が講ずべき衛生措置・理容所以外での業務
21 ～ 22 立入検査 立入検査・環境衛生監視員
23 ～ 24 行政処分 行政処分・行政処分手続き・審査請求・異議申立て
25 ～ 26 罰則 罰則について
27 ～ 28 関連法規 理容業の運営・衛生・消費者保護に関する法律
29 ～ 30 まとめ 振り返り、国家試験対策

2
年
次

関係法規・制度
10時間
20時間
30時間

1
年
次



理容科/必修課目
1年次
2年次
合計

 担当教員
・医師、歯科医師、薬剤師、獣医師、保健師、助産師、看護師いずれかの資格所持者
・理容師の免許所持後、実務又は理容師養成施設において上欄の課目の教育に関する業務に従事した期間が4年
　以上の者であって、厚生労働大臣の認定した研修の課程を修了した者

 目的
・人々の健康づくりに寄与出来る知識を学び、健康への理解を深める
・感染症の原因である微生物を理解することにより、より安全・適切な接客方法を考えられる様にする
・消毒、滅菌に関する知識を学び、現場で実践できる様にする

 教科書  評価
公益社団法人日本理容美容教育センター 期末試験の点数を基本に、出欠状況、授業態度を勘案し、
「衛生管理」 5段階で評価する

学年 時　間 項　目 内　容
1 ～ 2 公衆衛生の意義と課題 健康と公衆衛生
3 ～ 4 公衆衛生発展の歴史 衛生学、公衆衛生の歴史と意義
5 ～ 6 理容師・美容師と公衆衛生 理容師・美容師と公衆衛生の関わり
7 ～ 8 保健所と理容業・美容業 保健所の役割、関連法規
9 ～ 10 保健 母子保健、学校保健、精神保健
11 ～ 12 成人・高齢者保健 生活習慣病、産業保健、介護保険
13 ～ 14 精神保健 精神的健康の意義、心の健康づくり
15 ～ 16 環境衛生の内容 人を取り巻く環境要因、環境要因が人に与える影響
17 ～ 18 環境衛生の目的と意義 健康に影響を与える環境の悪化とその防止策、環境衛生活動
19 ～ 20 空気環境 空気成分、空気中に発生する有害物質、温度・湿度等の影響
21 ～ 22 衣服・住居の衛生 健康における衣食住の役割、採光と照明、換気
23 ～ 24 上・下水道と廃棄物 上水道・下水道の衛生対策、一般廃棄物と産業廃棄物
25 ～ 26 衛生害虫とネズミ 衛生害虫の種類と被害・駆除、ネズミの被害・駆除
27 ～ 28 環境保全 水質汚濁と対策
29 ～ 30 まとめ 振り返り、国家試験対策
31 ～ 32 感染症と法律 感染症発見の歴史、感染症法の制定
33 ～ 34 感染症の分類 法律上の分類、侵入・媒介経路による分類・病原体による分類
35 ～ 36 病原微生物の種類 微生物の種類、形と大きさ

37 ～ 38 病原微生物の生態 微生物の構造
39 ～ 40 病原微生物の増殖 微生物の増殖・分裂と環境への影響
41 ～ 42 微生物の病原性と人体への影響 病原性・毒素、人体の感受性、汚染・感染・発病
43 ～ 44 免疫と予防接種 常在細菌叢、免疫、予防接種
45 ～ 46 感染症発生の要因 感染源と感染の仕方
47 ～ 48 感染症予防 感染源、感染経路、人体に関する対策
49 ～ 50 理容・美容と感染症 理容師・理容所の感染症対策
51 ～ 52 主な感染症① 空気・飛沫を介する感染症、飲食物を介する感染症
53 ～ 54 主な感染症② 血液等を介する感染症、動物を介する感染症
55 ～ 56 感染症対策① 標準予防策、咳のある人への対応
57 ～ 58 感染症対策② 病変の皮膚を持つ人への対応、嘔吐した人への対応
59 ～ 60 まとめ 振り返り、国家試験対策
61 ～ 62 消毒とは 病原微生物と非病原微生物、消毒の原理
63 ～ 64 消毒の意義 消毒の意義、殺菌・消毒・滅菌・防腐の定義
65 ～ 66 理容・美容と消毒 関連法規、消毒を怠った場合の危険と理美容師の責任

67 ～ 68 消毒法と適用上の注意 消毒法の種類、条件、病原微生物の抵抗力、消毒薬
69 ～ 70 理学的消毒法 紫外線消毒、煮沸消毒、蒸気消毒
71 ～ 72 科学的消毒法① アルコール消毒、次亜塩素酸ナトリウムによる消毒
73 ～ 74 科学的消毒法② 界面活性剤による消毒、グルコン酸クロルヘキシジン
75 ～ 76 すぐれた消毒法 すぐれた消毒法の条件、注意事項
77 ～ 78 消毒薬 消毒薬の概要、器具の使い方
79 ～ 80 希釈液 常備すべき消毒薬と希釈液、消毒薬希釈法
81 ～ 82 理容所の消毒① 理容所の消毒・消毒設備・器具類の消毒法
83 ～ 84 理容所の消毒② 手指消毒、理容所の消毒の現状
85 ～ 86 理容所の清潔法① 清潔保持と清掃、洗剤による洗浄法
87 ～ 88 理容所の清潔法② 刈り取った毛の処理、汚物箱の消毒、害虫駆除
89 ～ 90 まとめ 振り返り、国家試験対策

衛生管理
40時間
50時間
90時間

２
年
次

１
年
次



理容科/必修課目
1年次
2年次
合計

 担当教員
・医師、歯科医師、薬剤師、獣医師、保健師、助産師、看護師いずれかの資格所持者
・理容師の免許所持後、実務又は理容師養成施設において上欄の課目の教育に関する業務に従事した期間が4年
　以上の者であって、厚生労働大臣の認定した研修の課程を修了した者

 目的
・人体の構造や器官の構成を理解した上で、健康な肌、皮膚について理解する
・「健康な身体」、「健全な皮膚と頭毛」等の知識を深め、将来の理容技術の向上を図る
・美と健康に関わる皮膚の科学的な正しい知識と技術を習得し、これを活用し実践する 能力を身につける

 教科書  評価
公益社団法人日本理容美容教育センター 期末試験の点数を基本に、出欠状況、授業態度を勘案し、
「保健」 5段階で評価する

学年 時　間 項　目 内　容
1 ～ 2 頭部・顔部・頸部の体表解剖学 人体各部の名称、対表解剖学
3 ～ 4 骨の種類と構造 骨の種類と構造、骨の連結
5 ～ 6 骨角器と筋 骨角器系とその働き、筋の種類とその特徴
7 ～ 8 骨格筋と表情筋 主な骨格筋とその働き、表情筋と表情運動
9 ～ 10 筋疲労、神経系 理容師と筋疲労、神経系の成り立ち
11 ～ 12 中枢神経と末梢神経 中枢神経とその働き、末梢神経とその働き
13 ～ 14 視覚と聴覚 眼の仕組みと視覚、耳の仕組みと聴覚
15 ～ 16 平衡感覚と味覚 平衡器官と平衡感覚、舌と味覚
17 ～ 18 嗅覚と皮膚感覚 鼻の仕組みと嗅覚、皮膚の仕組みと皮膚感覚
19 ～ 20 血液のあらまし 血液のあらまし、血液循環の仕組み
21 ～ 22 血液の循環 血液の循環経路、心臓と血管の働き
23 ～ 24 リンパ管系、呼吸器系 リンパ管系の仕組みと働き、呼吸器系のあらまし
25 ～ 26 気道 肺の仕組みとガス交換
27 ～ 28 消化器系のあらまし 呼吸運動、消化器系のあらまし
29 ～ 30 消化管 消化管の仕組みと働き
31 ～ 32 物質代謝 消化と物質代謝、皮膚の表面
33 ～ 34 皮膚の断面と表皮 皮膚の断面、角化細胞・色素細胞・ランゲルハンス細胞
35 ～ 36 真皮 表皮と真皮の境、真皮の仕組み

37 ～ 38 皮下組織、皮膚の部位差 皮下組織の仕組み、部位毎の皮膚
39 ～ 40 毛と脂腺 毛の構造・成長、脂腺
41 ～ 42 汗腺、爪 汗腺の仕組み、爪の仕組み
43 ～ 44 皮膚の循環器系 皮膚の血管、リンパ管
45 ～ 46 皮膚の神経系 皮膚の神経、対外保護作用
47 ～ 48 皮膚の作用① 体温調節作用、知覚作用と皮膚反射
49 ～ 50 皮膚の作用② 分泌排泄作用、呼吸作用
51 ～ 52 皮膚の作用③ 吸収作用、貯蔵作用
53 ～ 54 皮膚の作用④ 免疫・解毒・排除作用、再生作用
55 ～ 56 毛と爪 毛の働き、爪の働き
57 ～ 58 皮膚の保健① 皮膚と全身状態、皮膚と精神
59 ～ 60 皮膚の保健② 皮膚と栄養、皮膚とし好品
61 ～ 62 皮膚の保健③ 皮膚と体内病変、皮膚の水分と脂の状態
63 ～ 64 ホルモン、皮膚の保護と手入れ 皮膚とホルモン、皮膚の保護と手入れ
65 ～ 66 保護と手入れ 毛の保護と手入れ、爪の保護と手入れ

67 ～ 68 皮膚のトラブル、異常 皮膚に関する様々なトラブル、皮膚の異常とその種類
69 ～ 70 皮膚疾患 皮膚疾患の原因と治療法
71 ～ 72 皮膚炎、口唇の疾患 皮膚炎の種類、口唇の疾患
73 ～ 74 様々な皮膚疾患① 温熱・寒冷による熱傷・凍傷、角化異常による毛堤包性角化
75 ～ 76 様々な皮膚疾患② 色素異常による肝斑・雀卵斑、血管腫
77 ～ 78 様々な皮膚疾患③ 脂腺母斑、下肢静脈瘤
79 ～ 80 様々な皮膚疾患④ 分泌異常による尋常性痤瘡、化膿菌による伝染性膿痂疹
81 ～ 82 様々な皮膚疾患④ ウイルスによる帯状疱疹、真菌による皮膚疾患
83 ～ 84 様々な皮膚疾患⑤ 衛生害虫による疥癬、感染症による皮膚疾患
85 ～ 86 毛と爪の疾患、皮膚の腫瘍 白髪、脱毛症、爪の疾患、皮膚の腫瘍
87 ～ 88 まとめ① 振り返り、国家試験対策
89 ～ 90 まとめ② 振り返り、国家試験対策

２
年
次

保健
40時間
50時間
90時間

１
年
次



理容科/必修課目
1年次
2年次
合計

 担当教員
・薬剤師
・学校教育法に基づく大学卒業者で化学に係る短期大学士、学士、修士又は博士の学位を有する者
・高等学校若しくは中学校の理科の教員資格を有する者
・理容師の免許所持後、実務又は理容師養成施設において上欄の課目の教育に関する業務に従事した期間が4年
　以上の者であって、厚生労働大臣の認定した研修の課程を修了した者

 目的
香粧品に用いられている原料の化学的性質や配合目的などについて学び、各種香粧品の有用性、安全性及び使用目的に
ついて理解を深める

 教科書  評価
公益社団法人日本理容美容教育センター 期末試験の点数を基本に、出欠状況、授業態度を勘案し、
「香粧品化学」 5段階で評価する

学年 時　間 項　目 内　容
1 ～ 2 香粧品概論 香粧品の歴史と定義
3 ～ 4 香粧品の規制 香粧品と薬事法の関連
5 ～ 6 香粧品原料① 水性原料、保湿剤
7 ～ 8 香粧品原料② 油性原料
9 ～ 10 香粧品原料③ 界面活性剤の基本的性質
11 ～ 12 香粧品原料④ 香粧品に使用されている界面活性剤
13 ～ 14 香粧品原料⑤ 高分子化合物
15 ～ 16 香粧品原料⑥ 香料、芳香製品
17 ～ 18 香粧品原料⑦ 香粧品における色材の重要性と効果
19 ～ 20 香粧品原料⑧ 香粧品に使用されている色材
21 ～ 22 香粧品原料⑨ 防腐・殺菌剤、酸化防止剤
23 ～ 24 香粧品原料➉ 紫外線吸収剤、収れん剤及びホルモン剤、ビタミン剤
25 ～ 26 基礎化粧品① 基礎化粧品の使用目的と作用、皮膚用洗浄剤
27 ～ 28 基礎化粧品② 化粧水
29 ～ 30 基礎化粧品③ クリーム・乳液の皮膚への作用、エモリエント剤
31 ～ 32 基礎化粧品④ クリーム・乳液の種類と機能
33 ～ 34 ベースメイクアップ香粧品① メイクアップ香粧品の種類と機能
35 ～ 36 ベースメイクアップ香粧品② ベースメイクアップ香粧品の種類と機能
37 ～ 38 ポイントメイクアップ香粧品① ポイントメイクアップ香粧品の種類と機能
39 ～ 40 ポイントメイクアップ香粧品② 紅類及びアイメイクアップ香粧品
41 ～ 42 毛髪用香粧品① 頭皮と毛髪、シャンプー剤の種類と機能
43 ～ 44 毛髪用香粧品② リンス剤・スタイリング剤の種類と機能
45 ～ 46 毛髪用香粧品③ パーマの原理
47 ～ 48 毛髪用香粧品④ パーマ剤の種類
49 ～ 50 毛髪用香粧品⑤ 染毛剤
51 ～ 52 毛髪用香粧品⑥ ヘアブリーチ剤
53 ～ 54 その他の香粧品① サンケア製品
55 ～ 56 その他の香粧品② 美白香粧品、制汗・脱臭剤、ニキビ用香粧品
57 ～ 58 まとめ 振り返り、国家試験対策
59 ～ 60 まとめ 振り返り、国家試験対策

２
年
次

香粧品化学
30時間
30時間
60時間

１
年
次



理容科/必修課目
1年次
2年次
合計

 担当教員
・学校教育法に基づく大学卒業者で美術に係る短期大学士、学士、修士又は博士の学位を有する者
・高等学校若しくは中学校の美術の教員資格を有する者
・理容師の免許所持後、実務又は理容師養成施設において上欄の課目の教育に関する業務に従事した期間が4年
　以上の者であって、厚生労働大臣の認定した研修の課程を修了した者

 目的
・我が国における理容の歴史と文化の形成について、主に髪型、服装の視点から見て理解を深める
・また、西洋のファッション史も見て、共通性や相違点を見ながら、現在に続く潮流を感じる

 教科書  評価
公益社団法人日本理容美容教育センター 期末試験の点数を基本に、出欠状況、授業態度を勘案し、
「文化論」 5段階で評価する

学年 時　間 項　目 内　容
1 ～ 2 総論 理容・美容の語義、文化史の中の理容・美容
3 ～ 4 日本の理容業・美容業の歴史① 理容業・美容業の発生、江戸時代の理容業・美容業
5 ～ 6 日本の理容業・美容業の歴史② 近代の理容業・美容業、現代の理容業・美容業
7 ～ 8 日本のファッション文化史① 縄文・弥生・古墳時代
9 ～ 10 日本のファッション文化史② 古代（飛鳥・奈良・平安時代）
11 ～ 12 日本のファッション文化史③ 中世（平安末・鎌倉・室町・戦国時代）
13 ～ 14 日本のファッション文化史④ 近世Ⅰ（戦国末・安土桃山時代）
15 ～ 16 日本のファッション文化史⑤ 近世Ⅱ（江戸時代）
17 ～ 18 日本のファッション文化史⑥ 近代（明治・大正・昭和20年まで）
19 ～ 20 日本のファッション文化史⑦ 現代Ⅰ（1945年～1950年代）
21 ～ 22 日本のファッション文化史⑧ 現代Ⅱ（1960年代～1970年代）
23 ～ 24 日本のファッション文化史⑨ 現代Ⅲ（1980年代～1990年代）
25 ～ 26 日本のファッション文化史➉ 現代Ⅳ（2000年代以降）
27 ～ 28 西洋のファッション文化史① 古代エジプト、古代ギリシャ・ローマ
29 ～ 30 西洋のファッション文化史② 古代ゲルマン、中世ヨーロッパ
31 ～ 32 西洋のファッション文化史③ 近世Ⅰ（16世紀）
33 ～ 34 西洋のファッション文化史④ 近世Ⅱ（17世紀）
35 ～ 36 西洋のファッション文化史⑤ 近世Ⅲ（18世紀）
37 ～ 38 西洋のファッション文化史⑥ 近代Ⅰ（18世紀末～19世紀初め）
39 ～ 40 西洋のファッション文化史⑦ 近代Ⅱ（19世紀）
41 ～ 42 西洋のファッション文化史⑧ 現代Ⅰ（1910年代～1920年代）
43 ～ 44 西洋のファッション文化史⑨ 現代Ⅱ（1930年代～1940年代前半）
45 ～ 46 西洋のファッション文化史➉ 現代Ⅲ（1940年代後半～1950年代）
47 ～ 48 西洋のファッション文化史⑪ 現代Ⅳ（1960年代）
49 ～ 50 西洋のファッション文化史⑫ 現代Ⅴ（1970年代）
51 ～ 52 西洋のファッション文化史⑬ 現代Ⅵ（1980年代）
53 ～ 54 西洋のファッション文化史⑭ 現代Ⅶ（1990年代～2010年代）
55 ～ 56 礼装の種類 和装の礼装、洋装の礼装
57 ～ 58 まとめ 振り返り、国家試験対策
59 ～ 60 まとめ 振り返り、国家試験対策

２
年
次

文化論
10時間
50時間
60時間

１
年
次



理容科/必修課目
1年次
2年次
合計

 担当教員
・学校教育法に基づく大学卒業者で経済学・経営学・会計学に係る短期大学士、学士、修士又は博士の学位を有する者
・高等学校の公民若しくは中学校の社会の教員資格を有する者
・理容師の免許所持後、実務又は理容師養成施設において上欄の課目の教育に関する業務に従事した期間が4年
　以上の者であって、厚生労働大臣の認定した研修の課程を修了した者

 目的
・将来、サロンにおいてマネージャーとして店舗管理する上で、またオーナーとして店舗経営する上で必要となる経営・
　マネジメントの基礎知識を習得する
・ビジネス感覚として、当り前に経営・マネジメントの視点を持つことを身につける

 教科書  評価
公益社団法人日本理容美容教育センター 期末試験の点数を基本に、出欠状況、授業態度を勘案し、
「運営管理」 5段階で評価する

学年 時　間 項　目 内　容
1 ～ 2 経営とは 経営が必要とされる理由、経営とは何か
3 ～ 4 経営戦略とは 経営資源、経営計画、経営戦略とは何か
5 ～ 6 労務管理① 美容業と労務管理、労務管理に関する知識
7 ～ 8 労務管理② 美容業と人事管理、美容業と社会保障制度
9 ～ 10 経営管理① 企業の形態、美容業と料金
11 ～ 12 経営管理② 美容業と経理、美容業の簿記と税務
13 ～ 14 マーケティング① マーケティングの必要性、マーケティングの基本
15 ～ 16 マーケティング② マーケティング戦略、競争とポジショニング
17 ～ 18 マーケティング③ 美容業のためのマーケティング、戦略の立て方
19 ～ 20 顧客満足 顧客満足経営とは何か、顧客志向とは何か
21 ～ 22 サロン起業① サロンの企業とは、必要事項
23 ～ 24 サロン起業② 繁盛するサロンづくり①
25 ～ 26 サロン起業③ 繁盛するサロンづくり②
27 ～ 28 美容業界の現状と将来性 現在の美容業界、今後の美容業界
29 ～ 30 まとめ 振り返り、国家試験対策

運営管理
10時間
20時間
30時間

２
年
次

１
年
次



理容科/必修課目
1年次
2年次
合計

 担当教員
・理容師の免許所持後、実務又は理容師養成施設において上欄の課目の教育に関する業務に従事した期間が4年
　以上の者であって、厚生労働大臣の認定した研修の課程を修了した者
・理容師実務経験をもとに現場での実践的な技術を養う

 目的
・理容技術の基礎となる理論を学び、理論に基づいた正確な技術の習得を目指す
・併せて、理容師としての心構え、理容技術の基礎理論を学ぶことにより、理容技術の理解を深め、理容実習や
　将来のサロンワークに活かしていく

 教科書  評価
公益社団法人日本理容美容教育センター 期末試験の点数を基本に、出欠状況、授業態度を勘案し、
「理容技術理論1」「理容技術理論2」 5段階で評価する

学年 時　間 項　目 内　容
1 ～ 2 理容技術理論を学ぶにあたって① 理容理論と理容技術、作業姿勢、人体各部の名称
3 ～ 4 理容技術理論を学ぶにあたって② 作業姿勢、人体各部の名称
5 ～ 6 理容技術理論を学ぶにあたって③ 理容技術とトレーニング
7 ～ 8 理容用具① 理容と用具、理容用具と衛生
9 ～ 10 理容用具② シザース、レザー、クリッパーの種類と扱い方
11 ～ 12 理容用具③ コーム、ブラシの種類と使い方
13 ～ 14 理容用具④ ヘアアイロン、ヘアドライヤーの種類と使い方
15 ～ 16 ヘアデザイン① ヘアスタイリングとデザイン
17 ～ 18 ヘアデザイン② ヘアデザインの要素
19 ～ 20 ヘアデザイン③ ヘアスタイル
21 ～ 22 ヘアカッティング① ヘアカッティングを学ぶにあたって
23 ～ 24 ヘアカッティング② 観測法
25 ～ 26 ヘアカッティング③ ヘアカッティングの基本原則
27 ～ 28 ヘアカッティング④ ヘアカッティングの一般的手順
29 ～ 30 ヘアカッティング➄ スタンダードヘアの概要
31 ～ 32 ヘアカッティング⑥ スタンダードヘアの用具の持ち方と操作
33 ～ 34 ヘアカッティング⑦ スタンダードヘアのカット技法
35 ～ 36 ヘアカッティング⑧ スタンダードヘアのスタイル別カットシステム
37 ～ 38 ヘアカッティング⑨ デザインヘア
39 ～ 40 ヘアカッティング➉ デザインヘアのスタイル別カットシステム
41 ～ 42 ヘアカッティング⑪ デザインカットの一例
43 ～ 44 ヘアカッティング⑫ レディースカットの一例

45 ～ 46 ヘアセッティング① ヘアセッティングを学ぶにあたって
47 ～ 48 ヘアセッティング② ヘアセッティングの種類
49 ～ 50 ヘアセッティング③ ヘアセッティングの実際
51 ～ 52 ヘアセッティング④ レディースヘアのスタイリング
53 ～ 54 パーマネントセット① パーマネントウエービング

55 ～ 56 パーマネントセット② ワインディング
57 ～ 58 パーマネントセット③ コールド二浴式パーマネントウエーブの一例
59 ～ 60 パーマネントセット④ アイアニング
61 ～ 62 パーマネントセット➄ 形状記憶デジタルパーマ
63 ～ 64 ヘアカラーリング① ヘアカラーリングの歴史
65 ～ 66 ヘアカラーリング② 色彩の原理
67 ～ 68 ヘアカラーリング③ 染毛剤の種類と原理
69 ～ 70 ヘアカラーリング④ 染毛剤の安全性と取扱上の注意
71 ～ 72 ヘアカラーリング➄ ヘアカラーリング技術のプロセス
73 ～ 74 ヘアカラーリング⑥ ヘアカラーリング（おしゃれ染め・白髪染め）の一例
75 ～ 76 ヘアカラーリング⑦ その他の技法
77 ～ 78 まとめ① 振り返り、国家試験対策
79 ～ 80 まとめ② 振り返り、国家試験対策
81 ～ 82 まとめ③ 振り返り、国家試験対策
83 ～ 84 まとめ④ 振り返り、国家試験対策
85 まとめ➄ 振り返り、国家試験対策

技術理論
85時間
65時間
150時間

１
年
次



学年 時　間 項　目 内　容
86 87 シェービング① シェービングを学ぶにあたって、シェービングの要件、種類
88 ～ 89 シェービング② シェービングの基本技術と要領、シェービングのプロセス
90 ～ 91 シェービング③ メンズフェイスシェービング
92 ～ 93 シェービング④ メンズネックシェービング
94 ～ 95 シェービング➄ グルーミング
96 ～ 97 シェービング⑥ レディースシェービング
98 ～ 99 理容エステティック① 理容エステティックを学ぶにあたって、スキンケア
100 ～ 101 理容エステティック② フェイシャルケア
102 ～ 103 理容エステティック③ ハンドケア
104 ～ 105 理容エステティック④ フットケア、理容アロマテラピー
106 ～ 107 理容クリニック① 理容クリニックを学ぶにあたって、ヘアクリニックのカウンセリング

108 ～ 109 理容クリニック② ヘアクリニックのカウンセリング
110 ～ 111 理容クリニック③ トリートメント
112 ～ 113 理容クリニック④ ヘアケアとスキャルプケア
114 ～ 115 理容クリニック➄ 毛髪の基礎知識
116 ～ 117 理容クリニック⑥ ヘアチェック（毛髪診断）
118 ～ 119 理容クリニック⑦ 頭皮の基礎知識
120 ～ 121 理容クリニック⑧ スキャルプチェック（頭皮診断）
122 ～ 123 理容クリニック⑨ ヘアクリニックの用具
124 ～ 125 理容クリニック➉ ウイッグ
126 ～ 127 シャンプーイング&リンシング① シャンプーイング、シャンプーイングの方法、技法
128 ～ 129 シャンプーイング&リンシング② リンシング
130 ～ 131 理容マッサージ① マッサージの意義と効果、理容マッサージのマニピュレーション

132 ～ 133 理容マッサージ② ヘッドマッサージの一例、クリニックマッサージの一例
134 ～ 135 ヘアトリートメント① ヘアトリートメントを学ぶにあたって、種類

136 ～ 137 ヘアトリートメント② ヘアトリートメントの一例
138 ～ 139 スキャルプトリートメント① スキャルプトリートメントを学ぶにあたって、種類
140 ～ 141 スキャルプトリートメント② ベーシックスキャルプトリートメントの一例
142 ～ 143 まとめ① 振り返り、国家試験対策
144 ～ 145 まとめ② 振り返り、国家試験対策
146 ～ 147 まとめ③ 振り返り、国家試験対策
148 ～ 149 まとめ④ 振り返り、国家試験対策
150 まとめ➄ 振り返り、国家試験対策

２
年
次



理容科/必修課目
1年次
2年次
合計

 担当教員
・理容師の免許所持後、実務又は理容師養成施設において上欄の課目の教育に関する業務に従事した期間が4年
　以上の者であって、厚生労働大臣の認定した研修の課程を修了した者

 目的
・理容の業務を安全かつ効果的に実施する技術を習得するため、基本的操作を確実に身につけさせるとともに、
　これらの基本的操作を適宜組み合わせて完成させる技術を習得させる。
・国家試験課題について反復練習を中心に徹底して行うことで、国家試験に合格できる技術を習得させる。

 教科書  評価
公益社団法人日本理容美容教育センター 期末試験の点数を基本に、出欠状況、授業態度を勘案し、
「理容実習1」「理容実習2」 5段階で評価する

学年 時　間 項　目 時　間 項　目 時　間 項　目
1 ～ 3 シェーヴィング 169 ～ 171 カット 337 ～ 339 カット
4 ～ 6 シェーヴィング 172 ～ 174 カラー 340 ～ 342 カット
7 ～ 9 シェーヴィング 175 ～ 177 カラー 343 ～ 345 カラー
10 ～ 12 シェーヴィング 178 ～ 180 カラー 346 ～ 348 カラー
13 ～ 15 シェーヴィング 181 ～ 183 シェーヴィング 349 ～ 351 シャンプー
16 ～ 18 ハンドマッサージ 184 ～ 186 シェーヴィング 352 ～ 354 シャンプー
19 ～ 21 ハンドマッサージ 187 ～ 189 シェーヴィング 355 ～ 357 ワインディング
22 ～ 24 シャンプー 190 ～ 192 シェーヴィング 358 ～ 360 ワインディング
25 ～ 27 シャンプー 193 ～ 195 シェーヴィング 361 ～ 363 ワインディング
28 ～ 30 ワインディング 196 ～ 198 シャンプー 364 ～ 366 シャンプー
31 ～ 33 ワインディング 199 ～ 201 シャンプー 367 ～ 369 シャンプー
34 ～ 36 ワインディング 202 ～ 204 ブロー 370 ～ 372 カット
37 ～ 39 ワインディング 205 ～ 207 ブロー 373 ～ 375 カット
40 ～ 42 ワインディング 208 ～ 210 カット 376 ～ 378 カット
43 ～ 45 シェーヴィング 211 ～ 213 カット 379 ～ 381 シャンプー
46 ～ 48 シェーヴィング 214 ～ 216 カット 382 ～ 384 シャンプー
49 ～ 51 シェーヴィング 217 ～ 219 カット 385 ～ 387 シェーヴィング
52 ～ 54 シェーヴィング 220 ～ 222 カット 388 ～ 390 シェーヴィング
55 ～ 57 シェーヴィング 223 ～ 225 カラー 391 ～ 393 シャンプー
58 ～ 60 シャンプー 226 ～ 228 カラー 394 ～ 396 シャンプー
61 ～ 63 シャンプー 229 ～ 231 シャンプー 397 ～ 399 カット
64 ～ 66 ワインディング 232 ～ 234 シャンプー 400 ～ 402 カット
67 ～ 69 ワインディング 235 ～ 237 ブロー 403 ～ 405 シャンプー
70 ～ 72 ワインディング 238 ～ 240 ブロー 406 ～ 408 シャンプー
73 ～ 75 ワインディング 241 ～ 243 ハンドマッサージ 409 ～ 411 ハンドマッサージ
76 ～ 78 ワインディング 244 ～ 246 ハンドマッサージ 412 ～ 414 ハンドマッサージ
79 ～ 81 ハンドマッサージ 247 ～ 249 カット 415 ～ 417 シェーヴィング
82 ～ 84 ハンドマッサージ 250 ～ 252 カット 418 ～ 420 シェーヴィング
85 ～ 87 シェーヴィング 253 ～ 255 カット 421 ～ 423 シェーヴィング
88 ～ 90 シェーヴィング 256 ～ 258 カット 424 ～ 426 カット
91 ～ 93 シェーヴィング 259 ～ 261 カット 427 ～ 429 カット
94 ～ 96 シェーヴィング 262 ～ 264 シャンプー 430 ～ 432 カット
97 ～ 99 シェーヴィング 265 ～ 267 シャンプー 433 ～ 435 シャンプー
100 ～ 102 シャンプー 268 ～ 270 ブロー 436 ～ 438 シャンプー
103 ～ 105 シャンプー 271 ～ 273 ブロー 439 ～ 440 シャンプー
106 ～ 108 ブロー 274 ～ 276 ハンドマッサージ 441 ～ 443 カット
109 ～ 111 ブロー 277 ～ 279 ハンドマッサージ 444 ～ 446 カット
112 ～ 114 シェーヴィング 280 ～ 282 シャンプー 447 ～ 449 カット
115 ～ 117 シェーヴィング 283 ～ 285 シャンプー 450 ～ 452 カット
118 ～ 120 シェーヴィング 286 ～ 288 ワインディング 453 ～ 455 カット
121 ～ 123 シェーヴィング 289 ～ 291 ワインディング 456 ～ 458 カット
124 ～ 126 シェーヴィング 292 ～ 294 シェーヴィング 459 ～ 461 カット
127 ～ 129 ワインディング 295 ～ 297 シェーヴィング 462 ～ 464 カット
130 ～ 132 ワインディング 298 ～ 300 シェーヴィング 465 ～ 467 カット
133 ～ 135 ワインディング 301 ～ 303 カット 468 ～ 470 カット
136 ～ 138 ワインディング 304 ～ 306 カット 471 ～ 473 カット
139 ～ 141 ワインディング 307 ～ 309 カット 474 ～ 476 カット
142 ～ 144 ハンドマッサージ 310 ～ 312 シャンプー 477 ～ 479 カット
145 ～ 147 ハンドマッサージ 313 ～ 315 シャンプー 480 ～ 482 カット
148 ～ 150 カット 316 ～ 318 ハンドマッサージ 483 ～ 485 カット
151 ～ 153 カット 319 ～ 321 ハンドマッサージ 486 ～ 488 カット
154 ～ 156 カット 322 ～ 324 シャンプー 489 ～ 491 カット
157 ～ 159 カット 325 ～ 327 ハンドマッサージ 492 ～ 494 カット
160 ～ 162 カット 328 ～ 330 シャンプー 495 ～ 497 カット
163 ～ 165 カット 331 ～ 333
166 ～ 168 カット 334 ～ 336

学年 時　間 項　目 時　間 項　目 時　間 項　目

実習
497時間
403時間
900時間

１
年
次

・理容師実務経験をもとに現場での実践的な技術を養う



498 ～ 500 カット 663 ～ 665 レディースシェーヴ 105 ～ 107 シェーヴィング
501 ～ 503 シェーヴィング 666 ～ 668 アイブロウ 108 ～ 110 カット
504 ～ 506 シェーヴィング 669 ～ 671 アイブロウ 111 ～ 113 カット
507 ～ 509 カット 672 ～ 674 アイブロウ 114 ～ 116 カット
510 ～ 512 カット 675 ～ 677 レディースシェーヴ 117 ～ 119 カット
513 ～ 515 カット 678 ～ 680 アイブロウ 120 ～ 122 カット
516 ～ 518 シェーヴィング 681 ～ 683 アイブロウ 123 ～ 125 シェーヴィング
519 ～ 521 シェーヴィング 684 ～ 686 アイブロウ 126 ～ 128 シェーヴィング
522 ～ 524 レディースシェーヴ 687 ～ 689 カット 129 ～ 131 シェーヴィング
525 ～ 527 レディースシェーヴ 690 ～ 692 カット 132 ～ 134 シェーヴィング
528 ～ 530 カット 693 ～ 695 カット 135 ～ 137 カット
531 ～ 533 カット 696 ～ 698 カット 138 ～ 140 カット
534 ～ 536 カット 699 ～ 701 カット 141 ～ 143 カット
537 ～ 539 カット 702 ～ 704 カット 144 ～ 146 カット
540 ～ 542 カット 705 ～ 707 カット 147 ～ 149 カット
543 ～ 545 カット 708 ～ 710 カット 150 ～ 152 カット
546 ～ 548 カット 711 ～ 713 カット 153 ～ 155 シェーヴィング
549 ～ 551 シェーヴィング 714 ～ 716 カット 156 ～ 158 シェーヴィング
552 ～ 554 シェーヴィング 717 ～ 719 レディースシェーヴ 159 ～ 161 カット
555 ～ 557 レディースシェーヴ 720 ～ 722 レディースシェーヴ 162 ～ 164 カット
558 ～ 560 レディースシェーヴ ～ 2 カット 165 ～ 167 シェーヴィング
561 ～ 563 カット 3 ～ 5 カット 168 ～ 170 シェーヴィング
564 ～ 566 カット 6 ～ 8 カット 171 ～ 172 カット
567 ～ 569 カット 9 ～ 11 カット 173 ～ 174 カット
570 ～ 572 カット 12 ～ 14 カット 175 ～ 177 シェーヴィング
573 ～ 575 カット 15 ～ 17 カット
576 ～ 578 カット 18 ～ 20 カット
579 ～ 581 カット 21 ～ 23 カット
582 ～ 584 シェーヴィング 24 ～ 26 カット
585 ～ 587 シェーヴィング 27 ～ 29 カット
588 ～ 590 レディースシェーヴ 30 ～ 32 レディースシェーヴ
591 ～ 593 レディースシェーヴ 33 ～ 35 レディースシェーヴ
594 ～ 596 カット 36 ～ 38 カット
597 ～ 599 カット 39 ～ 41 カット
600 ～ 602 カット 42 ～ 44 カット
603 ～ 605 カット 45 ～ 47 カット
606 ～ 608 カット 48 ～ 50 カット
609 ～ 611 カット 51 ～ 53 カット
612 ～ 614 カット 54 ～ 56 カット
615 ～ 617 カット 57 ～ 59 カット
618 ～ 620 カット 60 ～ 62 カット
621 ～ 623 レディースシェーヴ 63 ～ 65 カット
624 ～ 626 レディースシェーヴ 66 ～ 68 カット
627 ～ 629 カット 69 ～ 71 カット
630 ～ 632 カット 72 ～ 74 レディースシェーヴ
633 ～ 635 カット 75 ～ 77 レディースシェーヴ
636 ～ 638 カット 78 ～ 80 カット
639 ～ 641 カット 81 ～ 83 カット
642 ～ 644 カット 84 ～ 86 カット
645 ～ 647 カット 87 ～ 89 カット
648 ～ 650 カット 90 ～ 92 カット
651 ～ 653 カット 93 ～ 95 シェーヴィング
654 ～ 656 レディースシェーヴ 96 ～ 98 シェーヴィング
657 ～ 659 カット 99 ～ 101 シェーヴィング
660 ～ 662 レディースシェーヴ 102 ～ 104 シェーヴィング
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